
○平成30年度 　梅岩の里生誕地整備事業に係るふるさと納税額

（単位：円）

件数 金額 件数 金額 件数 金額

4月 - - - - - -

5月 - - - - - -

6月 1 20,000 0 0 1 20,000

7月 1 10,000 0 0 1 10,000

8月 3 124,000 25 1,827,000 28 1,951,000

9月 7 178,000 10 105,000 17 283,000

10月 10 288,000 12 230,000 22 518,000

11月 25 1,302,000 4 80,000 29 1,382,000

12月 38 1,868,000 16 1,492,000 54 3,360,000

1月 4 200,000 1 60,000 5 260,000

2月 1 166,000 3 30,000 4 196,000

3月 4 270,000 2 130,000 6 400,000

合計 94 4,426,000 73 3,954,000 167 8,380,000

１件平均 47,085 54,164 50,180

3月末（ＷＥＢ） 3月末（郵便振替） 合計
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事 業 名 梅岩の里生誕地整備事業 
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一般財団法人石田梅岩先生顕彰会 
亀岡市生涯学習部市民力推進課 



プロジェクトの視点 

項目 内  容 

事
業
の
目
標 

亀岡が輩出した石門心学の祖、石田梅岩先生を顕彰し、その功績を市内

外に発信するとともに、生誕地周辺を整備し、多様な学習活動を提供する

ことができる拠点とすることを目指す 
 

重
点
整
備
項
目 

◆ 既存の梅岩記念館の建替えに併せ、梅岩公園全体の整備 
◆ 生家及び周辺地の保存と継承を図るため、周辺環境と調和した持続可

能な建築 
◆ 梅岩の教えや日本の心、精神が学べる施設機能 

実
施
に
よ
り
期
待
す
る
効
果 

◆ 石田梅岩先生の功績を市内外へ発信 
◆ （仮称）梅岩の里として、学びと観光資源の新たな試みの実践 
◆ 青少年の学びの場として、心学の道と合わせた体験型学習素材の提供 
◆ 地域社会との連携による地域コミュニティの活性化 
◆ ライフサイクルコストの低減・温室効果ガスの排出削減 

上
位
計
画
と
の
関
係 

◆ 第 4 次亀岡市総合計画～夢ビジョン～後期基本計画（Ｈ28.4～Ｈ33.3） 
第 4 章 第 1 節  生涯学習 
第 6 章 第 5 節  観光 

そ
の
他
留
意
事
項 

◆ 梅岩の里生誕地整備実行委員会による基本構想的な領域からの参画 
◆ 寄附（ふるさと納税）による資金で実現するための柔軟で確実な進行

管理 

 



提案に盛り込むテーマ 

 

「テーマ１」 梅岩先生の教えのキーワードである「正直、勤勉、質素・倹約」

などの実践についての建築的な考え方 
理由 
◆ 本プロジェクトは、実質的に基本構想段階にあること 
◆ 梅岩の教えや日本の精神性を学ぶ場の活用についての建築的な考え 
◆ 実質的な基本構想段階にあるが故に、具体的な建築イメージが設計者の経

験・実績に基づく提案にゆだねる部分があること 

評価の視点 
◆ 基本構想からの参画を踏まえ、設計者の経験・実績を基にした実効的な提案

となっているか（利活用方法の提案（想定）、既存家屋との関係・周辺環境

との調和・適性な規模・配置・整然とした動線計画等） 
◆ 建築的視点からみた提案力が感じられるか 
◆ 精神的な学びや心の研修ができる場の活用が提案されているか 

 
 
「テーマ２」 立地条件（景観・安全・風土等）やライフサイクルコスト及び

環境負荷の低減に対する考え方 
理由 
◆ これからの建築には、環境に対する配慮、持続可能な建築（サスティナブル

建築）が必須であること 
◆ 上位計画との整合性、位置づけの明確化 
◆ 提案与条件を鑑み、設計者の課題解決能力を計る 

評価の視点 
◆ 敷地、周辺環境を活用し、活力ある提案となっているか 
◆ 所在地域の風土・歴史等を踏まえ（研究）ているか 
◆ 存置建物を取り込んだ、望ましい動線計画等に配慮された提案となっている

か 
◆ 提案の利活用方法・内容等にまで踏み込んだ提案となっているか 
◆ ライフサイクルコスト低減への思慮が感じられるか 
◆ 自然エネルギーの有効活用と検証への思慮が感じられるか 

 






